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米
国
核
艦
船
の
寄
港
を
容
認
す
べ
く
非
核
三
原
則
の
修
正
を
検
討
し
て
い
た
と
す
る
大
河
原
良
雄
元
駐
米
大
使

の
証
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
七
月
八
日
付
の
毎
日
新
聞
一
面
に
、
「
核
艦
船
寄
港
の
容
認
検
討

三
原
則
修
正

七
四
年
、
田
中
内
閣
時

大
河
原

元
駐
米
大
使
証
言
」
と
の
題
で
、
一
九
七
四
年
十
一
月
の
当
時
の
フ
ォ
ー
ド
米
国
大
統
領
に
よ
る
訪
日
に
備
え
、
政
府
が
非
核

三
原
則
の
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
箇
所
を
修
正
し
、
米
国
の
核
艦
船
に
よ
る
我
が
国
へ
の
寄
港
を
公
式
に
認
め
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
た
こ
と
を
、
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
、
官
房
長
、
駐
米
国
特
命
全
権
大
使
等
を
歴
任
し
た
大
河
原
良
雄
氏
が
毎
日
新
聞

社
の
取
材
に
明
ら
か
に
し
た
と
報
じ
る
記
事
（
以
下
、
「
毎
日
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質

問
す
る
。

一

外
務
省
と
し
て
、
「
毎
日
記
事
」
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
毎
日
記
事
」
に
は
、
大
河
原
元
大
使
が
、
当
時
の
田
中
内
閣
に
お
け
る
木
村
俊
夫
外
務
大
臣
、
東
郷
文
彦
外
務
省
事
務

次
官
ら
と
の
会
合
で
、
木
村
大
臣
に
よ
り
、
「
非
核
三
原
則
の
『
持
ち
込
ま
せ
ず
』
は
陸
上
の
こ
と
で
あ
り
、
寄
港
は
含
ま

れ
な
い
」
と
、
そ
の
解
釈
を
変
更
す
る
案
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
指
示
が
下
さ
れ
た
と
証
言
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
が
、

右
は
事
実
か
。
か
つ
て
外
務
省
に
お
い
て
、
右
の
様
な
検
討
が
な
さ
れ
た
事
実
は
あ
る
か
。

一



三

外
務
省
、
ひ
い
て
は
政
府
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
非
核
三
原
則
の
変
更
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

四

「
毎
日
記
事
」
に
関
し
、
外
務
省
と
し
て
大
河
原
元
大
使
に
何
ら
か
の
意
見
を
伝
え
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


